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1 肩痛の約4割は腱板断裂（図1）

当院の肩外来に肩痛で紹介になった新患の病名を調べると，約40％は
腱板断裂で，35％が凍結肩であった。この数字からもわかるように，腱
板断裂は肩痛の最も多い原因疾患である。また，この両者を合わせると，
肩痛患者の3／4を占めている。

 図1  肩痛を主訴に受診した患者の病名
最も多いのが腱板断裂で，次に凍結肩が続く。両者を
合わせると3／4を占める
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講師からのコメント
・この2つの疾患を診断・治療できるようになれば肩痛患者の3／4は対
応できることを意味している。しかし，紹介状に書かれた病名の多く
（約55％）は凍結肩であり（図2），紹介元の先生は腱板断裂を凍結肩と
診断していることが多い。

 図2  紹介時の病名
他院からの紹介時の病名で最も多いのが凍結肩である
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2 症状で凍結肩と区別できるか？
肩痛患者のほとんどは腱板断裂と凍結肩であることは前述したが，この

2つの疾患を鑑別することは意外に簡単ではない。なぜなら，両者の症状，
痛みの出かた，拘縮の程度など臨床症状がとてもよく似ているからであ
る。また，両疾患ともに罹患年齢は40～60歳代に多い。

ポイント
・痛みの出かたで2つの疾患が区別できないかと考え，外来患者151人
（凍結肩71人，腱板断裂80人）を調査すると，肩の後方や上腕外側に
痛みが出るのは凍結肩に多いことがわかった（図3）。逆に言うと，そ
れ以外の症状では両者の鑑別はできないと言える。

 図3  凍結肩の痛みの出現部位
上腕外側と肩後方の痛みは凍結肩で多くみられる
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3 視診も大事
視診は診察の基本であり，肩痛の患者を診るときにも重要である。肩痛

の患者の場合は男性なら上半身を脱いでもらい，背中全体が見えるように
する。女性の場合は診察用のエプロンを着用し，肩甲骨が見えるようにし
てもらう（図4）。

 図4  肩甲骨の視診
肩痛の患者の場合は，男性なら上半身を脱いでもらい，背中全体が見える
ようにする。女性の場合は，診察用のエプロンを着用し，肩甲骨が見える
ようにしてもらう。この患者では，翼状肩甲が観察される

何を見るかというと，まずは筋萎縮の有無を観察する。高齢者では筋量
が少ないため，筋萎縮かどうかを区別するために反対側の肩も同時に観察
する（図5）。

腱板断裂では翼状肩甲がみられることも多い。挙上動作をしてもらった
時に肩甲骨の内側が浮き上がるように突出してみえる。
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